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私
た
ち
国
民
の
言
論
・
内
心
の
自
由
を
奪
う
法

律
、「
共
謀
罪
法
案
」
が
ア
ベ
政
権
に
よ
る
数
の

横
暴
で
強
行
成
立
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
県
労
連
は
、
4
月
初
旬
か
ら
福
岡
県
民
運
動

実
行
委
員
会
に
結
集
す
る
諸
団
体
と
共
謀
罪
反
対

の
宣
伝
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
、博
多
駅
前
で
訴
え

運
動
で
広
が
る
反
対
の
声

第 68 回評議員会  
春闘総括と次期役員体制

について議論

福岡県何でもファイブ  【人口増減率・減少】 第1位：小竹町 △1.51%　第2位：東峰村 △1.47%　第3位：上毛町 △1.32%　第4位：添田町 △1.15%　第5位：芦屋町 △1.14% 「住民基本台帳人口」（平26.1.1/平25.3.31）

こんな法律、国民は望ん
でない

　

宣
伝
に
使
っ
て
い
る
ビ

ラ
は
、
共
謀
罪
Ｎ
Ｏ
実
行

委
員
会
、
日
本
平
和
委
員

会
、
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー

な
ど
共
謀
罪
反
対
の
団
体

が
作
っ
て
い
る
も
の
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
イ
ラ
ス
ト
や
漫
画
で
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

て
、
手
に
取
っ
て
す
ぐ
に

広
げ
て
読
む
方
が
多
く
大

変
好
評
で
す
。
こ
の
ビ
ラ

を
毎
回
１
５
０
０
〜
２
０

０
０
枚
ほ
ど
テ
ィ
ッ
シ
ュ

に
詰
め
て
配
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
国
民
救
援
会

が
作
成
し
た
「
反
対
で
す

共
謀
罪
」
の
横
断
幕
を
購

入
し
、
街
頭
宣
伝
の
中
心

に
据
え
て
い
て
、
こ
の
ノ

ボ
リ
の
前
で
参
加
し
て
い

る
各
団
体
か
ら
リ
レ
ー
で

共
謀
罪
の
危
険
性
を
訴
え

て
い
ま
す
。

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宣
伝
行
動
を
重
ね
る
ご
と

に
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
な
ど
運
動

が
新
聞
報
道
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
県
労
連
が
関
わ
る
共

謀
罪
反
対
の
宣
伝
行
動
が

8
回
、
集
会
が
3
回
以
上

あ
り
、
5
月
21
日
の
福
岡

県
弁
護
士
会
主
催
の
共
謀

罪
反
対
集
会
が
テ
レ
ビ
で

報
じ
ら
れ
た
こ
ろ
に
は
、

政
府
の
説
明
が
不
十
分
で

あ
る
と
い
う
世
論
が
大
幅

に
上
回
る
よ
う
に
な
り
、

Ｊ
Ｎ
Ｎ
世
論
調
査
（
6
月

5
日
）
で
は
、
共
謀
罪
法

案
の
賛
否
は
拮
抗
し
て
い

ま
す
が
、
今
国
会
の
成
立

に
「
こ
だ
わ
る
必
要
は
な

い
」
が
73
％
で
「
成
立
さ

せ
た
方
が
よ
い
」
の
22
％

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

始
め
た
当
初
の
世
論
調

査
で
は
、
テ
ロ
対
策
だ
け

が
強
調
さ
れ
、
共
謀
罪
に

賛
成
が
多
数
と
す
る
結
果

選
挙
で

 

審
判
を
下
す
時

　

こ
の
共
謀
罪
が
法
制
化

さ
れ
れ
ば
、
国
民
の
内
心

の
自
由
を
侵
害
し
、
民
主

的
な
運
動
や
労
働
組
合
活

動
も
監
視
の
対
象
と
さ
れ

か
ね
ま
せ
ん
。
毎
週
金
曜

日
35
〜
45
人
の
方
が
博
多

駅
博
多
口
に
集
結
し
、
共

謀
罪
反
対
を
訴
え
て
い
ま

す
。
な
ん
と
し
て
で
も
憲

法
違
反
の
共
謀
罪
は
国
民

世
論
で
廃
案
に
追
い
込
ま

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

も
し
法
案
を
強
行
成
立
さ

せ
る
よ
う
な
ら
、
来
る
べ

き
国
政
選
挙
で
は
、
野
党

共
闘
の
勝
利
で
ア
ベ
政
権

を
退
陣
に
追
い
込
み
、
共

謀
罪
を
廃
止
さ
せ
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
と
も
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

の
間
取
り
組
ま
れ
て
い
る

共
謀
罪
反
対
宣
伝
行
動
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、

各
単
産
へ
今
後
の
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
特
別

決
議
で
は
共
謀
罪
反
対
が

提
起
さ
れ
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
27
日
、
県
労
連
は
、

第
68
回
評
議
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
評
議
員
会
で

は
春
闘
の
総
括
や
今
後
の

県
労
連
体
制
、
情
勢
に
関

す
る
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
福
岡
地
区

労
連
が
主
体
と
な
っ
て
こ　

日
本
機
関
紙
協
会
九
州
地

方
本
部
第
49
回
総
会
が
、
5

月
13
日
に
福
岡
民
医
連
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
内
田
大
亮
さ
ん

の
挨
拶
の
あ
と
、1
部
と
し
て

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
2
部
と
し
て
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
参
加
紙
講
評
の
後
に
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
議
案
の
提
案
、
役
員
提
案
、
討
議
と
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
新
任
の
理
事
長
に
は
県
労
連
副

議
長
の
懸
谷
一
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
紙
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

◎
最
優
秀
賞
「
ふ
く
お
か
・
さ
が
民
医
連
」

 

（
発
行
者
・
福
岡
県
民
医
連
）

◎
最
優
秀
賞
「
あ
し
ば
」

 

（
発
行
者
・
福
建
労
大
牟
田
支
部
）

◎ 

県
労
連
機
関
紙
「
福
岡
県
労
連
」
は
、
審
査
員
特

別
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

憲
法
の
規
定
に
も
と
づ

い
て
、
公
務
員
に
は
社
会

福
祉
、
教
育
、
労
働
者
保
護
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
社
会
的
弱

者
に
つ
い
て
も
社
会
権
保

障
が
実
現
す
る
よ
う
に
努

め
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
地
方
公
務
員

法
・
地
方
自
治
法
が
「
改

正
」
さ
れ
、
新
た
に
規
定

さ
れ
る
「
会
計
年
度
任
用

職
員
」
に
は
、
そ
の
業
務

に
関
す
る
要
件
の
規
定
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、

「
本
格
的
業
務
」
の
定
義

し
だ
い
で
現
在
の
正
規
職

員
の
職
務
を
「
会
計
年
度

任
用
職
員
」
が
担
う
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
し

か
も
、「
会
計
年
度
任
用

職
員
」
の
勤
務
時
間
の
差

に
よ
る
格
差
を
容
認
し
ま

し
た
。
現
状
で
も
、
勤
務

時
間
を
15
分
程
度
短
く
し

て
、
手
当
支
給
や
地
共
済

や
地
公
災
を
適
用
さ
せ
な

い
な
ど
の
実
態
が
あ
る
な

か
で
、
こ
れ
を
推
奨
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

行
政
の「
能
率（
効
率
）

的
」
な
運
営
と
は
、
地
域

住
民
の
権
利
・
利
益
の
実

現
や
福
祉
の
増
進
を
無
視

し
て
、非
正
規
化
や
民
間
・

民
営
化
に
よ
る
人
件
費
削

減
な
ど
の
一
時
的
コ
ス
ト

削
減
を
追
求
す
る
も
の
で

は
な
く
、
質
的
確
保
・
持

続
性
を
担
保
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
体
で
は
条
例
・

規
則
の
整
備
に
よ
る
任
用

職
員
の
法
的
救
済
や
権
利

保
護
の
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
働
き
方
改
革
③

問
わ
れ
る
公
務
員
の
役
割

機
関
紙
協
会  

第第
4949
回回
総
会
開
か
れ
る

総
会
開
か
れ
る

んでないい望んでない　　　　世論ひろげて世論ひろげて
共謀罪共謀罪をを阻止しよう !阻止しよう !

組織的威力業務妨害罪

組
織
的
建
造
物
損
壊
罪

組
織
的
監
禁
罪

準備行為

ホームセンター

労組会議

市民団体
打ち合せ

準備行為準備行為

犯行の合意？

犯行の合意？

犯行の合意？

ス
テ
ッ
カ
ー
を

基
地
の
フ
ェ
ン
ス
に

は
っ
た
ら
ど
う
か
し
ら
？

生
活
費
の

お
金
下
ろ
す
か

社
長
、
団
交
に

来
て
く
だ
さ
い

社
長
と
団
交
だ
！

撤
回
ま
で

帰
す
な
！

解
雇
撤
回
ま
で

が
ん
ば
る
ぞ

埋
め
立
て
を
明
日

強
行
す
る
よ
う
だ

明
日
、
緊
急
の

座
り
込
み
行
動
ね

こんなことが
「犯罪」に！よ

し
や
ろ
う
！
明
日
買
っ
て
く
る

基
地
か
ら
の
海
外
派
兵
反
対
を

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

敷
物
で
も

買
お
う
か
な

ＪＲ博多駅博多口での共同宣伝
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2017年国民平和行進・福岡県内コースと日程

闘
う
仲
間
の
裁
判
報
告
❺

詳
し
く
は
県
労
連
Ｈ
Ｐ
の

「
い
か
ん
よ
貧
困
」ペ
ー
ジ
へ

6月5日に原告・支援者58人が、
博多駅博多口で昼休み宣伝を行
いました。40分で1000枚のチ
ラシ入りティッシュを配布しなが
ら、裁判所に提出する署名を集
めました。

生
存
権
を
ま
も
る
裁た

た
か
い判

今後の日程  6月22日（木）メーデー実行委員会総括会議　6月24～25日 県春闘共闘合宿　6月28日（水）組織財政検討委員会　6月30日（金）「九州人事院交渉」公務労組九州ブロック　7月3日（月）いかんよ貧困・福岡、定例宣伝　7月8日（土）県社保協・第23回総会

　

働
く
仲
間
の
切
実
な
要
求
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
衆
議
院
本
会
議
で

強
行
採
決
と
な
っ
た
「
共
謀
罪
法
案
」
の
廃
案
、
国
有
地
払
い
下
げ
「
森

友
学
園
問
題
」に
加
え
、学
校
法
人「
加
計
学
園
」の
獣
医
学
部
新
設
な
ど
、

「
国
政
の
私
物
化
」
が
露
呈
す
る
安
倍
政
権
の
暴
走
政
治
に
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
を

か
け
る
た
め
、
全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
の
主
催
で
「
第
１
次
最

賃
デ
ー
5
・
25
中
央
行
動
」
が
取
り
組
ま
れ
、
全
国
か
ら
約
１
５
０
０
人

の
仲
間
、
福
岡
も
各
単
産
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

人
事
院
と
厚
労
省
へ
要
求
行
動

教
育
勅
語
容
認
止
め
よ

「
非
正
規
で
働
く
な
か
ま
の

 

全
国
交
流
集
会
」
開
催

「
お
も
て
な
し
」と
い
う

「
お
も
て
な
し
」と
い
う

  

残
酷
社
会

残
酷
社
会

過
剰
・
感
情
労
働
と
ど
う
向
き
合
う
か

過
剰
・
感
情
労
働
と
ど
う
向
き
合
う
か

榎
本　

博
明
著

榎
本　

博
明
著

平凡社新書
2017年3月刊
定価780円+税

　

著
者
は
、
自
分
の
気
持
ち

や
意
見
に
従
っ
て
判
断
す
る

欧
米
の
文
化
を
「
自
己
中
心

の
文
化
」、
相
手
の
気
持
ち

や
立
場
を
配
慮
し
て
判
断
す

る
日
本
の
文
化
を
「
間
柄
の

文
化
」と
位
置
付
け
る
。「
間

柄
の
文
化
」
に
住
む
私
た
ち

は
、
も
と
も
と
相
手
を
気
遣

い
、
思
い
や
る
よ
う
に
育
て

ら
れ
、
遠
慮
や
「
お
互
い

様
の
心
」
を
美
徳
と
し
て
き

た
。
そ
こ
に
「
自
己
中
心
の

文
化
」で
必
要
と
さ
れ
た「
顧

客
満
足
度
」「
お
客
様
第
一

主
義
」
が
持
ち
込
ま
れ
、
過

剰
な
「
お
客
様
扱
い
」
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
理
不
尽
な
苦
情
や

無
理
難
題
に
も
「
相
手
の
感

情
を
害
さ
ず
に
」
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
間
柄
の
文
化
」

で
の
仕
事
は
、
チ
ー
ム
や
仲

間
と
し
て
の
「
和
」
が
強
調

さ
れ
、「
み
ん
な
頑
張
っ
て

い
る
か
ら
」「
休
む
と
迷
惑

を
か
け
る
か
ら
」
と
い
っ

た
「
お
互
い
さ
ま
」
の
感
情

と
、そ
こ
に
付
け
込
ん
だ「
働

か
せ
方
」
に
よ
り
、
過
労
死

や
過
労
自
死
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
労
働
者
の
健
康
が
蝕

ま
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
現

状
を
変
え
て
い
く
方
策
を
考

え
る
一
助
に
な
る
1
冊
。

 

（
い
と
う　

ひ
で
き
）

この本
おすすめ

　
「
人
事
院
前
要
求
行

動
」
が
全
労
連
公
務
部

会
・
公
務
労
組
連
絡
会

の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
人
事
院
は
、
夏
の
勧

告
作
業
に
向
け
た
集
計
を

始
め
て
お
り
、
政
府
か
ら

の
要
請
で
人
事
院
が
民
間

退
職
給
付
水
準
の
調
査
を

行
い
、『
水
準
の
見
直
し

が
適
切
』
と
称
し
て
新
た

な
切
り
下
げ
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
事
院
は
官

民
格
差
の
要
因
が
、『
運

用
の
失
敗
や
低
金
利
な
ど

に
よ
る
民
間
の
年
払
い
退

職
給
付
の
減
少
に
あ
る
』

と
い
い
、
到
底
、
納
得
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
要
求
行
動
で
は
、「
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
を
実
現
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
が
行
わ
れ
、
自

治
労
連
、
全
厚
生
、
全
教

の
仲
間
が
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
厚
生
労
働
省
前
要
求

行
動
」
で
は
、「
時
給
１

０
０
０
円
以
上
を
」「
８

時
間
働
い
て
暮
ら
せ
る
、

賃
金
と
時
短
を
勝
ち
と
ろ

う
」
と
声
を
上
げ
ま
し
た
。

全
労
連
・
伊
藤
圭
一
常
任

幹
事
が
情
勢
報
告
を
行
い
、

今
回
の
労
基
法
改
正
案
の

　

内
閣
人
事
局
前
要
求
行

動
の
あ
と
、
内
閣
人
事

局
・
内
閣
府
か
ら
道
路
を

挟
ん
で
向
こ
う
側
に
あ
る

首
相
官
邸
に
む
か
っ
て
、

教
育
勅
語
容
認
に
対
す
る

抗
議
と
憲
法
と
子
ど
も
の

権
利
条
約
に
基
づ
く
教
育

を
求
め
る
官
邸
前
抗
議
行

動
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ

　
「
非
正
規
で
働
く
な
か

ま
の
全
国
集
会
」
が
、
6

月
3
日
、
4
日
の
両
日
、

静
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
３
３
６
人

の
仲
間
が
集
い
、
福
岡
県

労
連
か
ら
も
地
域
労
組
き

ず
な
か
ら
1
名
、
エ
フ

コ
ー
プ
生
協
労
組
か
ら
3

長
時
間
労
働
規
制
に
つ

い
て
、
問
題
点
を
強
調

し
、「
安
倍
政
権
は
労

基
法
に
過
労
死
ラ
イ
ン

を
書
き
込
ん
だ
。
こ
れ

自
体
、
労
基
法
違
反

だ
」
と
厳
し
く
指
摘
し

ま
し
た
。

の
行
動
は
、
全
教
か
ら
の

呼
び
か
け
に
呼
応
し
、
全

労
連
公
務
部
会
・
公
務
労

組
連
絡
会
の
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
抗
議
行
動

で
は
「
教
育
勅
語
の
復
活

と
容
認
を
許
す
な
」
と
声

を
上
げ
ま
し
た
。

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
記
念
講
演
で

は
、
東
京
大
学
大
学
院
教

授
の
本
田
由
紀
氏
が
、「
貧

困
と
差
別
に
ど
う
立
ち
向

か
う
か
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
し
、
財
界
の
要
求

と
そ
れ
に
応
え
る
政
府
の

政
策
が
、
貧
困
と
格
差
を

拡
大
す
る
現
在
の
状
況
を

創
り
出
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
12
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
非
正
規
労
働

者
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題

解
決
の
た
め
の
方
策
を
探

り
、
今
後
運
動
を
さ
ら
に

強
め
、
広
げ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
年
金
切
り
下
げ
違

憲
訴
訟
第
7
回
口
頭
弁

論
」（
5
月
9
日
）、「
生

活
保
護
基
準
引
き
下
げ

違
憲
訴
訟
第
8
回
口
頭

弁
論
」（
5
月
15
日
）

が
福
岡
地
裁
３
０
１
法

廷
で
開
か
れ
ま
し
た
。

両
法
廷
共
、
大
法
廷
満

杯
の
傍
聴
者
が
見
守
る

中
、
原
告
と
弁
護
団
か

ら
意
見
陳
述
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

次
回
裁
判
は
、
次
の
日
程
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
年
金
裁
判　
　
　

8
月
29
日
㈫　

13
時
30
分

●
生
活
保
護
裁
判　

9
月
11
日
㈪　

14
時

核廃絶・平和の願い核廃絶・平和の願い
を歩いて繋ごうを歩いて繋ごう

　今年は、下りコースの年で、各コースの「引
き継ぎ式」は以下の通りです。

★広島→長崎コース ▼７月 16 日（日）14時、
　北九州市門司区の門司港唐戸行桟橋広場で
★ 筑豊線コース ▼ ７月 18 日（火）９時、嘉麻
市役所

★ 沖縄→長崎コース ▼ ７月 22 日（土）15時
30分、大牟田市四ツ山児童公園

★ 202号線コース ▼ ７月 25 日（火）、　　　　
ＪＲ周船寺駅

★ 201号線篠栗コース ▼７月 23 日（日）12時、
篠栗町役場

★ 若松区内コース ▼ ７月 19 日（水）９時、若
松区役所

★386号線コース ▼詳細は後日
詳しいコース・時間は県労連ＨＰ「告知」にあります

共
謀
罪
廃
案
、労
働
法
制
改
悪
反
対
、

共
謀
罪
廃
案
、労
働
法
制
改
悪
反
対
、

  

諸
要
求
実
現
へ

諸
要
求
実
現
へ

17夏季
闘争

― 

5
・
25
中
央
行
動
に
全
国
か
ら
約
１
５
０
０
人
結
集 

―


